
新たな離島振興計画(骨子)の概要

第１章 総説

• 長期的かつ総合的視点から３点の基本認識
を踏まえ、離島振興の基本方向とこれに基づ
く県の取組等を明らかにする。

持続可能性の追求

独自性の発揮

未来志向の取り組み

【１．計画策定の意義】

• 沖縄振興計画で示された基本方向を踏まえ、
沖縄県の離島振興を図るための総合計画で
あり、目標・課題・基本方針・振興方策等を
明らかにする。

【 ２．計画の性格】

• 令和４年度から令和13年度までの10年
【 ３．計画の期間】

• 島々がそれぞれの個性と潜在力を発揮し、
活力と希望に溢れる地域社会を実現

生活環境の整備・向上と離島の条件不利性
の克服、人材確保と育成、関係人口を含む
新しいコミュニティの形成

島の資源と魅力を生かした産業振興と地域
経済の活性化、人・モノ・平和・文化情報等
の交流促進、離島の発展を支える産業基盤
高度化

SDGsを取り入れ社会・経済・環境の三つの
側面が調和した「持続可能な離島地域の発
展」と「誰一人取り残さない社会」の実現を目
指す。

【４．計画の目標】

• 毎年度：施策評価による見直し・改善
• ５年目：施策方向性や効果の点検・評価を行
い必要に応じて計画内容の見直しを実施

【 ５．計画の効果的な実施】

第２章 基本的課題

1.人口減少・超高齢化社会への突入

2.新型コロナウイルス感染症の拡大

3.SDGsの展開

4.テクノロジーの進化

【 １．離島を取り巻く時代潮流】

1.地理的観点

2.社会的観点

3.経済的観点

【 ２．県内離島の概況と地域特性】

【 ３．基本的課題】

1.地域社会の維持と持続可能な地域づくり

⑴自然環境や景観・風景等の保全と継承
に係る課題

⑵生活環境の整備・向上に係る課題

⑶交通・生活コスト等に係る課題

⑷医療及び福祉に係る課題

⑸教育及び文化に係る課題

⑹地域における集落機能の維持に係る課題

⑺人口減少社会に対応した多様な人材の
関わりに係る課題

2.産業振興と地域経済の活性化

⑴観光産業に係る課題

⑵農林水産業に係る課題

⑶地域経済活性化に係る課題

⑷新たな産業の創出に係る課題

⑸先進技術の実証及び活用に係る課題

⑹雇用機会と産業人材の確保に係る課題

⑺更なる離島振興に向けた交流・連携に係る
課題

第３章 基本施策

【１．基本施策の方向性（振興策の基軸）】

1.離島グループのテーマ

「基本施策」の施策(案)をもとにグルー
ピングの検討テーマを設定

2.グルーピング軸の考え方

以下に基づきグルーピングを検討

第４章 離島グループ別・圏域別施策

【 １．離島グループ別振興方策】

１ 持続可能な離島コミュニティの形成に係る
グルーピング
⑴ 環境 ⑼ 教育
⑵ 住居 ⑽ 防災
⑶ 輸送コスト
⑷ 交通【島外】
⑸ 交通【島内】
⑹ 医療・福祉【医療】
⑺ 医療・福祉【高齢者】
⑻ 医療・福祉【子育て】

２ 次代を拓くフロンティア施策の展開に係る
グルーピング
⑴ 観光
⑵ 農林水産業
⑶ 新産業及び先進技術
⑷ 人材育成
⑸ 交流

• 北部圏域 • 中・南部圏域 • 宮古圏域 • 八重山圏域
【 ２．圏域別振興方策】

• ２つの基本方向による体系(案)
持続可能な離島コミュニティの形成

次代を拓くフロンティア施策の展開

【 ３．施策の体系(案)】

【 ４．「離島グループ」による新たな施策展開】

• 沖縄らしいSDGsに沿って取り組み、社会・経済・環境
が調和する施策の展開を図る。

1.持続可能な離島コミュニティの形成

⑴自然環境や景観・風景等の保全と継承

⑵安全・安心と地域の将来を支える生活環境の整備

⑶離島交通の安定性維持と住民の生活コスト軽減及び

新たな交通システムの構築

⑷離島医療の充実と健康・福祉の島づくり

⑸地域を支える人材の育成・確保と教育・文化の振興

⑹多様な主体の参加と連携による共助・共創の地域づくり

⑺関係人口の創出・拡大と新しい地域づくりの推進

2.次代を拓くフロンティア施策の展開

⑴持続可能・高付加価値・高品位の観光の推進

⑵離島の特性と実状を踏まえた農林水産業の振興

⑶離島を支える産業振興体制の構築とコミュニティ経済

の振興

⑷独自の資源・環境・ライフスタイル等を生かした新産業
の創出

⑸先進技術の活用による産業の活性化と次世代型地域
づくりの推進

⑹地域社会を支える雇用創出及び関連施策の推進と

多様な産業人材の育成

⑺国内外との多元的交流を通じた新たな離島地域の振興

【２．基本施策】

基本施策

施策展開

施策

14

45

83 ※数値は各段階
での施策等の数


